
（別紙３）

～ 令和8年2月16日

（対象者数） 94 （回答者数）
36

～ 令和8年2月16日

（対象者数） 20 （回答者数）
15

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
希望者には利用者のソーシャルスキルの向上のため、

SSＴの支援を更に充実させる。

2
相談内容や助言内容を記録として残し、組織内でも共有する

ことで、連携の質の向上を図る。

3
利用者がさらに楽しく通所できるよう、

支援教材の拡充を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 専門的意見を取り入れたうえで感染症対策を行っていく。

2

3

○事業所名 リバー能力センター

○保護者評価実施期間
令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の他のこどもとの活動や交流が少ない。 外部の交流の際の感染症対策の確立の不十分。

支援を実施するにあたり、丁寧なアセスメントを行い保護者や

利用者の希望に沿った支援を提供できている。

定期的に面談の場を設けて、

ミーティング時に支援内容を流動的に変更を行っている。

連携を重視した支援を行っている。

本人への直接支援に加え、担任や保護者との連携を大切にし、

支援方法や対応についてこまめに相談・情報共有を行ってい

る。

利用者が安心して過ごせる施設の環境（清潔感とスペース）の

確保ができている。

欠かさず日々の安全チェックを行い、

5S活動を意識したテック表を活用しながら行っている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


